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第 2 章では、それぞれの地域の特性をもとに、乾燥高冷地 A、肥沃牧草地 B、
都市近郊農村 C、近代都市 D と名付けられた 4 つの調査地の概要が記述されて
いる。 




 肥沃牧草地 B は標高 4,000 メートルに位置し、川が流れ緑豊かな地域である。
飼育しているヤクの頭数が多く、そのヤクに食べさせる牧草が充分にあり、他
の地域と比べ多くの牛糞を入手することができる。 










 第 3 章では、燃料としての牛糞利用について、それぞれの地域のフィールド
調査における事例が詳細に記述されている。ここでは特に牛糞の加工方法につ
いてチベットの地域ごとの違いが明らかにされている。 




















 第 1 段階はチベット高原での人類の初期の適応時期であり、これは乾燥高冷
地 A に対応する。低酸素と低温へ適応するために、野生動物の糞を利用しなが
ら移動し、狩猟採集をおこなってきたと考える。 
 第 2 段階はヤクの家畜化の時期であり。肥沃牧草地 B の状況に対応する。人
類がヤクの家畜化に成功することで、持続的に安定して豊富な牛糞を得られる
ようになった。多様な牛糞利用文化が花開いた時期であるといえる。 
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日清貿易研究所とは、1890 年 9 月に荒尾精（1859-1896、陸軍士官学校卒、陸
軍参謀本部支那部所属）により、上海のイギリス租界で設立された日本人によ
る日本人を対象とした、私立の在中国教育機関である。第一期生として日本全
国からおよそ 150 名の日本人青年男子が上海に渡航して入所し、1893 年 6 月に
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  第二章では、日清貿易商会編『日清貿易案内』（1890 年緒言、1891 年出版）












































































































































1890 年から 1891 年の二年間であり、日清貿易研究所開設以後の考察は第一学
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